平成28年１月12日一部改正

（別記様式２）

持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画認定申請書
                      　　　　　（団体申請用）
年　　月　　日　
　愛　知　県　知　事　殿
団体名
ふりがな
職氏名                         
所在地　〒
電話番号
　持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律第４条の規定により、下記の持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画を認定してください。
記
１　持続性の高い農業生産方式導入に関する計画一覧表

別添のとおり
２　生産方式の内容
	農作

物名
	収　量
	現状の生産方式の内容
	資材の使用

の量・回数
	導入する生産方式の内容
	資材の使用

の量・回数

	
	現状
 kg/10a
【注1】

	有機質資材施用技術【注2】
□たい肥等の施用　　月
□緑肥のすき込み　　月
　資材名(又は商品名)
　：【注4】　　　　　　　ｔ
　主原料：
　N：　%（現物）
　C/N比：
	回/　年
ｔ/10a
kgN/10a
【注5】


	有機質資材施用技術【注2】  

□たい肥等の施用　　月   

□緑肥のすき込み　　月
　資材名(又は商品名)      

　：【注4】　　　　　　ｔ
　主原料：               

　N：　%（現物）　
　C/N比：
	回/　年
ｔ/10a
kgN/10a
【注5】

	
	
	化学肥料低減技術
使用化学肥料名：【注７】
□局所施肥　　【注3】
＜点滴・条・溝＞施肥
　資材名(又は商品名)
　：【注4】       kg  N： %
□肥効調節型肥料【注3】
＜被覆・緩効性・硝酸化成抑制＞肥料
　資材名(又は商品名)

　：【注4】　　   kg　N： %
□有機質肥料
　資材名(又は商品名)

　：【注4】　　   kg　N： %　主原料：　　　
　有機率：   %
□有機質資材成分考慮
	総量
kgN/10a
うち
化学肥料
kgN/10a
【注5】
	化学肥料低減技術
使用化学肥料名：【注７】         
□局所施肥　　【注3】     

＜点滴・条・溝＞施肥      

　資材名(又は商品名)      

　：【注4】       kg  N： %
□肥効調節型肥料【注3】     

＜被覆・緩効性・硝酸化成抑制＞肥料　資材名(又は商品名)      

　：【注4】　　   kg　N： %
□有機質肥料             

　資材名(又は商品名)      

　：【注4】　　   kg　N： %　主原料：　　　          

　有機率：   %           

□有機質資材成分考慮
	総量
kgN/10a
うち
化学肥料
kgN/10a
【注5】


	
	作　付
時　期
【注9】
月　旬
～　
月　旬

	
	土壌の性質
壌　質
粘　質
砂　質
れき質
【注3】
	
	土壌の性質
壌　質
粘　質
砂　質
れき質
【注3】

	
	目標
 kg/10a

	化学合成農薬低減技術
□温湯種子消毒
□機械除草　　　回
□除草用動物
□生物農薬
　資材名(又は商品名)
　：【注4】　　　回
□対抗植物
　植物名：
□抵抗性品種・台木
　品種・台木名：
□天然物質由来農薬利用技術
　資材名（又は商品名）
　：【注４】　　　回
□熱利用土壌消毒
□光利用技術   【注８】
　技術名：   
□被覆栽培　網目：  　mm
□フェロモン剤
　資材名：　　　　回
□マルチ栽培
□土壌還元消毒
	総回数
回
うち
化学合成農薬
回
【注5】

	化学合成農薬低減技術
□温湯種子消毒
□機械除草　　　回
□除草用動物
□生物農薬
　資材名(又は商品名)
　：【注4】　　　回
□対抗植物
　植物名：
□抵抗性品種・台木
　品種・台木名：
□天然物質由来農薬利用技術
　資材名（又は商品名）
　：【注４】　　　回　　
□熱利用土壌消毒
□光利用技術  【注８】
　技術名：
□被覆栽培　網目：  　mm
□フェロモン剤
　資材名：　　　　　回
□マルチ栽培
□土壌還元消毒
	総回数
回
うち
化学合成農薬
回
【注5】


	
	作　付
時　期
【注9】
　月　旬
　～　
月　旬
	
	
	
	


注１：前作の「収量」については、通常よりも大幅に少なかった場合は、その理由を記載すること。
　２：技術の内容について、該当する技術の□に「×」を入れる又は黒く「■」塗り潰ぶすこと。
　　　なお、該当する項目以外の項目は、様式から削除しても構いません。
　３：局所施肥及び肥効調節型肥料の＜　＞内及び土壌の性質の該当するものに○をつけること。
　４：「たい肥」を始めとする各種資材は「資材名」又は「商品名」のいずれかを記入すること。
　５：「資材の使用の量・回数」は、原則として、以下のとおり記入すること。
　　①有機質資材施用技術…年間あたりの施用回数及び施用量
　　②化学肥料低減技術…１作あたりの総窒素及び化学肥料由来窒素の投入量
　　③化学合成農薬低減技術…１作あたりの総農薬及び化学合成農薬の使用回数（ただし、有効成分の延べ使用回数）
　６：同一ほ場で輪作を行う場合において、「有機質資材の施用」や「肥料の施肥」を、ある作付けの時にまとめて行う場合は、　　「○○作付け時に施用」と注意書きをすること。
　　　なお、輪作体系の中に、認定を受けない農作物がある場合についても、生産方式（輪作体系、農作物名、収量、総窒素及　　び化学肥料由来窒素の投入量、総農薬及び化学合成農薬使用回数など）がわかるように記載すること。
　７：使用化学肥料名・・・普及課の覚えとして記入してください。不明の場合は記入する必要はありません。
　８：光利用技術名は、黄色灯、反射資材、カラートラップ、非散布型農薬、近紫外線除去フィルムのいずれかを記入する。
　９：永年作物の作付け期間は、前作収穫終了後から今作収穫終了後まで。
　
  [添付資料]
　１　持続性の高い農業生産方式を導入する作物を栽培するほ場の位置を判別することができる地図（各ほ場で栽培する作物名が分かるもの）

　２　持続性の高い農業生産方式を導入する作物を栽培するほ場の直近の土壌診断結果
	作目
	分析項目

	水稲
	全窒素、可給態（培養）窒素

	麦・大豆
	ｐＨ、ＥＣ、交換性石灰、交換性苦土、交換性加里、可給態リン酸

	野菜
	ｐＨ、ＥＣ、交換性石灰、交換性苦土、交換性加里、可給態リン酸、腐植

	果樹

茶
	ｐＨ、ＥＣ、交換性石灰、交換性苦土、交換性加里、可給態リン酸、腐植

	花き
	ｐＨ、ＥＣ、交換性石灰、交換性苦土、交換性加里、可給態リン酸、腐植




※可給態（培養）窒素の分析については、腐植をもって代えることができる。

  ３　規約、栽培暦及び栽培指針等
